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はじめに
Wi-Fi 6 は、あらゆる場所での新しいワイヤレス設置における標準規格になりました。 
これには Wi-Fi 5 に優るさまざまな利点があります。

• デバイスのデータレートの向上

• 屋外での範囲と性能の向上

• 高密度環境での性能の向上

• エンドデバイスのバッテリー寿命の向上 

• これまでの Wi-Fi 規格を上回る遅延の削減

Wi-Fi の最新バージョンである Wi-Fi 6E では、Wi-Fi 6 の機能が 6GHz 帯に拡張さ
れ、新しい画期的なネットワーク設計の選択肢が生まれました。

本書は、Wi-Fi 6E の新しい技術コンポーネント、ネットワーク設計に対する影響と変化
の可能性、および Wi-Fi 6E によるネットワークケーブルへの影響の可能性について
説明することを目的としています。
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Wi-Fi 6E による技術的改善
Wi-Fi 6E による最大の変化は 6GHz 帯の追加です。6GHz 帯では、帯域幅や使用できるチャネル数な
ど、いくつかの技術的改善がもたらされ、80MHz や 160MHz の広いチャネル帯域幅を使用したエンター
プライズネットワークの配備が可能になります。

6GHz で使用可能な帯域幅は、Wi-Fi 6 で使用されている 2.4 GHz　および 5GHz 帯で使用可能なも
のよりも格段に大きくなります。Wi-Fi 6 と Wi-Fi 6E の帯域幅の比較を図 1 に示します。

図 1:  Wi-Fi 6 と 6E の帯域幅とチャネルの比較。Wi-Fi 6E では Wi-Fi 6 よりも帯域幅が 
格段に増えています。
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5 GHz 帯と 6 GHz 帯でのチャネル数の比較を表 1 に示します (米国と EU の例。割り当てられている
帯が異なります)。Wi-Fi 6E では、これまでの Wi-Fi 6 規格に比べ、利用可能なチャネルが大幅に増え
ています。

図 2 は、変調率が最も高く、オーバーヘッドが 25％ の 160 MHz チャネルを使用した場合の、さまざ
まな数のクライアントのさまざまな数の空間ストリームの最大スループットの例を示しています。アクティ
ブなクライアントが多い場合でも、スループットは高いままです。

表 1: 5 GHz 帯域および 6 GHz 帯域 (米国と EU) のチャネル数。 
Wi-Fi 6E によって 6 GHz 帯が追加されたため、既存の Wi-Fi 6 の 5 GHz 帯域に比べて利用可能な 
チャネル数が格段に増えています。

チャネル 5 GHz 帯 6 GHz 帯 (米国) 6 GHz 帯 (EU)

20 MHz 25 59 24

40 MHz 12 29 12

80 MHz 6 14 6

160 MHz 2 7 3

160 MHz チャネル - クライアントあたりのスループット

アクティブクライアント数

図 2:  アクティブクライアント数が増えた場合のそれぞれの空間ストリーム数に対する 
スループット。Wi-Fi 6E では最大スループットは格段に高くなっていますが、 
それでも有線接続を大きく下回っています。
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Wi-Fi 6E によるネットワークの変更
この新しい 6 GHz 帯域幅の大きな利点は、その新しさです。6GHz 帯で動作している従来のクライアン
トは存在しないため、この帯域での下位互換性は必要ありません。IEEE 802.11ax がもたらす拡張機能
と効率性を常に活用できます。つまり、背景騒音が低いため、これらのアクセスポイントでは高いデータ
レートを実現できるのです。

Wi-Fi 6E でも有線接続が必要
スループットは増加しましたが、それでも基本的な有線接続を大きく下回っています。今日のほぼすべて
の有線接続は、最低 1 Gbps で動作しています。図 2 に示すように、典型的なアクティブクライアント
数では、Wi-Fi 6E のスループットは 100 Mbps を大きく下回っています。このスループットは、非圧縮
動画やゲームなどのアプリケーションにとってはまだ低すぎ、大学構内の住居に学生が高い密度で居住
する大学では、「回線食い」になる可能性があります。

さらに、有線接続のもう 1 つの利点は、接続されたデバイスに、Power over Ethernet を介して給電
できることです。そのためセキュリティカメラや IP 電話などのデバイスは、ワイヤレスネットワーク経由
でデータを伝送する場合でも、有線の電源が必要になります。したがって多くのデバイスでは、ワイヤレ
スに移行するよりも有線接続の方が依然として効率的です。さらに、デスクトップやドッキングステーショ
ンといったモバイル不要のデバイスや、ネットワークアクセスが必要な固定された場所では、有線接続が
非常に有利です。ネットワーク設計者が可能な限り最適な Wi-Fi エクスペリエンスを確保するには、
Wi-Fi 接続を必要とするクライアントに対してワイヤレス環境をできるだけオープンにしておくことが鍵と
なります。

このため、Wi-Fi 6E によって有線接続の数が大幅に変化することは想定されていません。
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周波数範囲の階層化または区分化
6 GHz 帯域幅を追加すれば、Wi-Fi 6E では複数のアクセスポイントを同一場所に設置し、必要に応じ
て周波数範囲を区分化することがはるかに簡単になります。つまりこれは、異なるネットワークに対して
さまざまな種類のユーザーアクセスを安全に付与し、目的の使用に対して堅牢性のあるスループットを確
保することを意味します。図 3 では、この仕組みに関する概念を示します。

Wi-Fi 6E のための新たな電源要件およびデータ要件
Wi-Fi 6E は、広いチャネルでさらに強力な伝送を可能にするように設計されています。ここでは、チャ
ネル帯域幅にかかわらず S/N 比を維持することが試みられています。さらに、Wi-Fi 6E のアクセスポイ
ントは今後、2.4 GHz、5 GHz、および 6 GHz 帯をサポートするために 3 つの周波数で動作します。
このため、Wi-Fi 6E のアクセスポイントには、高出力の Power over Ethernet (PoE) が必要になります。
また 6 GHz の帯域幅のため、これらのアクセスポイントでは LAN への高スループット接続が必要にな
ります。これらの高い PoE 要件およびスループット要件により、今日ではマルチギガビット (最低 2.5 お
よび 5GBASE-T の速度) の接続が必要不可欠となっています。

そのためマルチギガビット伝送に対応した IEEE 802.bt タイプ 4 スイッチ (PoE++ または 4PPoE とも
呼ばれています) が推奨されています。将来のアクセスポイントは、最大 10GBASE-T の速度が必要に
なる場合もあります。Cat6A のケーブルは、Power over Ethernet と、2.5、5、および 10GBASE-T 
のデータレートの両方を最適にサポートするため、このケーブルが推奨されています。

Wi-Fi 6E に推奨されるケーブル
パンドウイットの以前の Wi-Fi 技術文書およびプレゼンテーションでは、アクセスポイントあたり最大 
4 本のCat6A ケーブルの使用が推奨されていました。Wi-Fi 6E と、周波数範囲を区分化するために改
善された機能は、4 本のケーブルの適切な使用例となっています。

図 3 に例を示します。Day 1 では、Wi-Fi 5 または Wi-Fi 6 のアクセスポイントが使用されます。
Day 2 では、最初のアクセスポイントが Wi-Fi 6E のアクセスポイントに切り替えられ、周波数範囲の区
分化を可能にするために別の Wi-Fi 6E のアクセスポイントが追加されます。Day 3 では、すべての 
Wi-Fi 6E のアクセスポイントが Wi-Fi 7 のアクセスポイントに切り替えられます。

図 3:  Wi-Fi 6E で周波数範囲を区分化する概念。この周波数範囲は、別々のアクセスポイントを 
使用して区分化することができます。

医療施設:

医療画像処理

医師/看護師/職員

患者

企業のオフィス:

企業

来客

IoT

教育機関:

大学職員

学生

小売業:

業務および職員

来客

工業:

重要な機械

従業員



ネットワーク接続の活用

7  ホワイトペーパー – Wi-Fi 6E がネットワークとケーブル設計に及ぼす影響    

Day 1
Wi-Fi 5 または Wi-Fi 6
 アクセスポイントごとに 4 本のケーブルを配線
 アクセスポイントごとに 1 本のケーブルを使用
 ケーブルの 25% を使用

Day 2
Wi-Fi 6E (周波数範囲の区分化)
 未使用の 2 本のケーブルを新しいアクセス 
ポイントに移動

 アクセスポイントごとに 2 本のケーブルを配線

 アクセスポイントごとに 1 本のケーブルを使用
 ケーブルの 50% を使用

Day 3
Wi-Fi 7 (アクセスポイントをアップグレード)
 アクセスポイントごとに 2 本のケーブルを配線

 アクセスポイントごとに 2 本のケーブルを使用
 ケーブルの 100% を使用

図 3: アクセスポイントごとに配線された 4 本のケーブルを使用して、周波数範囲の区分化をサポートし (Day 2)、アップ
グレードされたアクセスポイントのパフォーマンス向上のためにポート集約をサポートします (Day 3)。すべて Day 1 に配線
されたものと同じケーブルインフラストラクチャを使用します。
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Day 1 に 4 本のケーブルを配線する理由は、建物が使用されているときよりも建物の建設中にケーブル
を配線する方がコスト効果が高いためです。すでに使用中の建物へのケーブル配線は、壁を設置する前
に比べて約 10 倍コストがかかります。

したがって、推奨される Wi-Fi 6E のケーブル配線は、以下のようになります。

• 将来の周波数範囲の区分化が見込まれる場合は、アクセスポイントあたり最大 4 本のCat6A ケーブルを
配線する

• 将来の密度あるいは周波数範囲の区分化が不要なことが確実な場合は、アクセスポイントあたり少なくと
も 2 本のCat6A ケーブルを配線する

まとめ
Wi-Fi 6E では、6GHz 帯を拡張して使用することにより Wi-Fi 6 が大幅に改善されます。この帯域幅の
追加により、周波数範囲を区分化し、ネットワークの配備方法を変えることができます。ケーブルについ
ては、1 つのアクセスポイントに複数のCat6A ケーブルを配線する必要があります。
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